
根室における霧の統計について

Seiichi K: .N竹内J Il'l'A ， Yoshio �;¥W'I'o: Statistics of Fogs at Nemuro. 
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S 1.緒 -Eヨ
北海道の東部，本l~'-ÏL 釧路地方で、は春から夏にかけて海霧が多く発生する。低温科学研究

所，気象台p 林業試験J斗等は，共 J，;Jで過去 3 カ年にわたり，との地方で防霧林の研究に関する

観測を行った。昭和 25 ， 26 年度は p 落石において， II{{手 11 27 年度は，!手岸におし、て観iWIが行

われp それぞれ多くのが;供が得られた。 tl~室iJ!lJfI先月î'で、は，常時霧の trJW111が行われており，霧の

発生H年刻，泊散時刻p 視平等について観iJlII記事ーがある。との根室に起った霧についての観測デ

ータから，たに小il'lJlJ日 1) が統計をとっているが，ととではその後の II(H1122 年から II{j手11 26 年

までの 5 カ年にわたるデ{タについて，以下に述べる幾つかの方法で統計|ーをとってみた。との

5 カ年Iil l に起った霧のうちで， 視科! 1000m 以下のものだけを対象にしたのであるが，その

いI数は 849 同で、あった。
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S 2. 霧の継続時聞についての統計
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10 わ 子五の継続時間をと 111年II\Jを単位にとって作っ

た分布が第 1 図 (a) に示されている。 との

分布から長〈続く議ほど数の少ないととが解

るが，その関係を式で、夫わすと，近似的に失

のようになる。 継続iI手11日を T ， その霧の数

を n とすると，

0204060 ω 刑川

12 15 24 hours 

log 1u n= -0.12 T十2.5

つぎに，特に継続11寺11\1の短い 80 分以内の

ものだけをとって， 5 分川陥で、分不Ijを作った

のが第 1 図 (b) に示されている。 との図か

ら， 30 分から 1 時1:\μコI/ ll続く霧の数が故も

多いということが解る。その数は総数 849111J

のうちの 159j' 'Ìで，総数の約 5 分の 1 に ;HI 当第 1 図 説者読時間頻度分布

(a) 1 時間1m隔 (b) 5 分間隔 寸勺, 'w 。
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S 3. 霧c出現時刻および消散時刻についての統計

ll'， JJ~~I寺実 IJについての分布は第2 図に示され
80-1 ~ 

ている。 [1 の u同ι 午首す 3n 手と 4n寺のIilJに1I 1
珪 1 1 1 
ω -1 I L，ー

現する援が最も多く p またfI没近く 16 n~f と 組 40キェ]t，_，ー 戸」凡/1

18 !I寺町 i\Jに川叫する訴もかたり多い。

Mfj~時刻についての王子イIÎは，弟 3 図に示さ

れている。二I'Tìíj 7 1片手と 811年の1i\Jで討すえる議の

数がJl止も多い。

ととで，あるきまったi時刻 1;:: 1I 1現した霧の

うちでp 特に継続!!寺Ii\lが 10 n寺IilJ以上の長〈

続いた議の'1'1分率を示したのが第 4 図であ

る。との匡l をfFよると，与L"切ではほとんど O に

近い。したがって， 1fl‘ 1;i)j に /1 11現ずる議は数が

多いけ~Tども，そのほとんどが 70与と 8n寺の

切に泊えてしまうというととが究年る。またと

の百う分}率は， 14 日時年と 1日5 時の川で

る O との時刻以後は気iKilが次第に下り，大気

20寸ー--， 1 L-J  

II  III ・・ II i I II  111  111  I I , , I 

o 6 阻旧 24 1<

第 2 図 出現時刻頻度分布

第 3 図消散l碍亥Ij頻度分布

。

第 4 図 10 時間以上続いた霧の場合

暦がを~_!定するため ~iiJ.の長く続く確率も多いわけである。

S 4. 霧の存在時刻についての統計その他

1 FI を 30 分|iii附に 48 等分して，ちょうどその時1l\Jに霧の!日ていたwl数を p すべての採に

ついて集計したのが第 5 図である。同時に 4 J:Jから 8 J:Jまでの慈の H'，ていた H について， 30:�} 

ごとに気jJji を ""I'-lf) したのがみ:ç 5 図に示されている。 4 J:Jから 8 月について気iKìLの寸ぜjをとった

のは，脱去に起る五のほとんどすべτがとの11寺別に起るからである。援のイjγi:IEi数と， エl三均気

i聞の 2 つの岡は非常によく似ていて，強いi11関の 3うるととがわかる。

つぎに ， n について，霧の1I 11 ていた時間を集，1十したのが第 6 図である。との集計ーにはJくのよ

うな方法を IIj いた。すなわち p あるきまったJ:Jについて，継続時間が (m-1) xO.5 時1l\Jと r

mxO.5 時間のHUにあるものの数を仇として ， 2:tlm， xmxO.5 を計算する G との数を各月に

勺\.'"て示したのが，第 6 図である。霧の出ていた時間の最も多い 8 月については 1020 時間で

ある。とれは 5 カ年の集計で、あるから， 1 年間では p 約 200 時間が霧の出ていた時間というと

とになる。

さらに， 5 r.:ド11日の霧の:({在時刻の分布の詳細が第 1 去に示されている。との去から，たとえ

ば，.:jくのととが解る。す伝わち， 4 時と 5 時の聞では 8 月のすべての臼 155 日のうちで， 78 日

が，霧の r~lていた日というととになる。
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第 5 図存在時刻頻度分布と気温の分布
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第 6 図 霧時間月別分布

第 1 表 存在時刻頻度数
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S 5. 根室における霧と他の場所における霧との比較について

根室地方で起る霧は主i乙海霧で，遠〈太LJ三洋やオホーツク海で発生した霧が風で陸地へ運ば

れてくる移流霧である。一般に霧には移流霧の l王かに，いろいろ遣う原因で起るものがるる。

ととで主 IL'隔射霧が起る地方について同じような統計をとったものがあるので，それを根室に

おける室長の統計と比較してみよう。第 7 図，第 8 図の実線は，それぞぞ、れ，才松会江iに乙おおrいて起つた

霧の l出jιi現時刻P 泊

王見われて P 日が高くなり気温iが昇る 7 時から 9 時の間に泊えてしまうものがほとんどすべてで

あって，日中に起るものはほとんどない。つぎに第 9 函の実線は九州、|の長鉱堆帯の飯原におけ
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(木下・小元)根室における霧の統計について
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飯塚の読の存在時亥u頻度分布

担6 

第 9 図

。

松江の霧の出現時亥!J頻度分布，

松江の惑の消散時亥u頻度分布

旧目6 

第九 8 図

松江の場合と同操， q冨射霧としての特徴がよくわかる議の存在時刻の百分率の分布である九

9 図には，比較の便宜のため根室で、の霧出現，泊、散，存在時刻の頗度分布8 図，る。第 7 図，

1 日のうちで気出の高い日r!-Iにおいてを点*Jj~で、記入しである。根室の場合と比較してみると，

も，霧の rl~， ているととが多いという点が海霧の牛?徴といえよう。

データとの統計でJiJ いたデータは，すべて札幌管区気象台制査課に保存してあったものでp

を提供下さった調査課{~子守回目t).(郎氏，斡旋の労と干m々御援助下さった観jJ[l!課長佐々木三郎

氏，またとの論文をまとめるについて，御指導を賜わった低温利学研究所古川IIL~ 五教授に探く

感謝します。
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The observational data on fogs during the period from 1947 to 1951 obtained 
by the continual observation made by the Nemuro Meteorological Observatory 

訂e delt with statistically. The fog appearing in Nemuro District is mainly the 
so-called advection fog which comes from over the Pacific Ocean or the Okhotsk 
Sea carried by wind. Statistics are taken on the time of duration, the time of 
appearance and disappearance of fogs as well as the distribution of foggy hours 
within a day and the number of foggy hours in each month of the ye訂_ It is 
found, for example, that out of 744 hours of Au思1St 200 hours are foggy on an 
average. 1n addition, the fogs in the Nemuro district are compared with those 
in other places (Matsue and Iizuka) , where aclvection fog does 110t appear. 




